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魚類および 魚卵に 寄生する， ズカビ は， さけ ・ますふ化事業においても 最 

も一般的に観察される 寄生体ですが ，卵における ， ズカビ の防除はマラカイ 

トバリーンの 使用によって 防除できることから 余り大きな問題とはされてお 

りません。 しかし近年種々の 淡水魚における ， ズ カビ病の発症例が 増加し， 

北海道内でも 支笏湖の天然 棲 育 めヒメ マスにも感染が 見られ，大きな 問題と 

な ております。 またマラカイトバリーンの 使用が環境の 汚染防止のため 制 
限 を受ける可能性もあ 

り，新たな問題を 提起し 

ています。 

卵 および魚体に 寄生す 

る ; ズカビ には多くの種 

類があ り「ミズ カビ 」な 

る名称もそれらの 総称と 

して以前から 使用されて 

きました。 

る
も
 

 
 わ
す
 

い
屋
 

ま
こ
 

@
 

り
 
 
 

 
 

 
 的
ビ
 

￥
 
カ
 

類
 
。
 
ス
 

 
 

 
   
のは王として ， ズヵビ属 

CSap 「 o@egnla)  ワ タカ 

ビ属 (Achlya)  および 

アファノミセス 届 (Ap- 

hanomyces)  の 3  属が 

あ ります。 これらの， ズ 

ヵビ の 属 までの固定は 比 

較 的容易ですが ， 種 まで 

固定するためには 高度の 
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専門的知識を 必要とするため 通常 

は種 名 までは決定されないようで 

す。 

診断方法としては 魚や卵の表面 

の白く網状に 見える部分をピンセ 

ット で取り水プレパラ 一   ( 本誌 

149 号 ) として顕微鏡下で 観察す 

ると 低倍 ( 対物レンズ xl0) でも   
図一 1 のような， ズヵビ の菌糸が 

観察されることから 容易に行えま 

す。 またこの菌糸の 中に植物プラ 

ンクトンや原虫が 観察されること 

があ りますが， これは菌糸の 中で 

は木挽りが悪いため ，二次的に付 

着また増殖したものと 考えられ， 

病気の原因とはなっていないこと 

が多いようです。 本来， ズカビ は， 

ふ化槽内でも ， 托 卵から付着が 始 

さることからもわかるよ う に，死 

物に寄生する 性質を有する 寄生体 

ですが，生きている 稚魚にも低率 

ではあ りますが寄生することがあ 

ります。 その原因についてはかな 

らずしも明らかになっておりませ 

んが，魚の取り 扱いの不良 や ，細 

菌ウイルス等の 寄生により体表の 

一部に壊死 ( 生体の一部の 死をい 

う ) が起きたためと 考えられてい 

ます。 このため，稚魚における ， 

ズカビ の感染予防にはこれらの 障 

害をまず取り 除く必要があ ると思 

います。 

図一 l. 水 プレパラ ト 標本   
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軋 一 
    

A, 菌糸 ; B, 遊走子嚢 ; C, 一次遊走子の 
遊曲 D, 一次遊走子 ; E, 一次休眠 ; F, 
二次遊走子 ; G, 二次休眠 H, 発芽 ; I 造 
卵器と 造精器     
図一 2.  ミズ カビ の生活史 
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最後に， ズ カビ属を例として ; ズカビ の生活史について 簡単に説明しま 

す。 ，ズカビ の生活史には 有性生殖と無性生殖の 二つの世代があ ります。 図 

一 2 に示しましたよ う に無性生殖では 遊走子嚢内に 形成された遊走子が 泳ぎ 

だし他物に付着し ，一時休 眠 胞子となり，出芽後菌糸を 形成します。 通常 

我々が卵や魚の 体表で観察することができるのはこの 菌糸の段階です。 しか 

し ， ， ズカビ にとって生育環境が 悪化すると，次の 有性生殖の世代に 移りま 

す。 まず造卵器と 造精器が形成され ，それらの接合によって 増殖が行なわれ 

ます。 なお，この世代は ，実験室で麻の 実を用いて培養するなどの 特殊な条 

件下以外には 観察されず，また 有性生殖の世代が ， ズ カビ分類の主要な 指標 

となっていることから ，これらの有性世代の 観察ができない 場合には種の 同 

定 が行えません。 

( 調査課 ) 

 
 

 
  
 
 
 


